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大阪府不妊専門相談センターの取組 

 

取組のポイント 

・様々な悩みを抱えた人を支援し、多様性を尊重する理念に基づいた事業（相

談支援、交流会、講演会）に取り組み、様々なニーズに対応。 

・不妊治療の当事者及び経験者の交流会（サポート・グループ）をテーマ毎に

５～６回１クールで開催し、支え合いによるエンパワメントを醸成。 

 

１ 大阪府における不妊治療施策の位置づけ 

 大阪府は人口約 886 万人、世帯数約

422 万世帯1である。大阪府の合計特殊

出生率2は平成 23 年から 1.3 台前半で

推移し、平成 27 年には 1.39 に増加し

たが、依然として全国平均を下回る水

準で推移している（表１－１）。 

 大阪府では、子どもを取り巻く環境

や家庭及び社会の現状に対応する施策

として、平成 27 年に「大阪府子ども総

合計画」を策定した。子どもの成長を

社会全体で支え、次世代に続く子育て

環境の整備を目的とした方向性の 1 つ

「子どもを生み育てることができる社

会」において、「安心して妊娠・出産で

きる仕組みの充実」を掲げている。そ

れに基づく「不妊・不育総合対策事業」

において「大阪府不妊専門相談センタ

ー事業」と「特定不妊治療費助成事業」

が実施されている（図１－１）。 

 

２ 大阪府不妊専門相談センターの概要 

 大阪府不妊専門相談センターは、一般財団法人大阪府男女共同参画推進財団

                                            
1 人口 886 万 1,437 人、世帯数 422 万 3,735。「平成 29 年住民基本台帳・世帯数」（総務省）に

よる。 
2 １人の女性が一生の間に産むとされる子どもの数の指標。全国地は母の年齢 15 歳～49 歳の各

歳における出生率の合計。 

※１　平成28年人口動態調査(厚生労働省)による

【表１－１　年次別合計特殊出生率】

※２　全国値は母の年齢15～49歳の各歳における出生率の合計。都道府県の値は平成26年ま
で、平成28年は母の年齢５歳階級における出生率５倍の合計、平成27年は母の年齢15～49歳

の各歳における出生率の合計。
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［アフターサービス推進室作成］

【図１－１　大阪府の子ども総合計画　概要】

１．若者が自立できる社会

２．子どもを生み育てることができる社会

○周産期医療体制の整備

○安心して妊娠・出産できる仕組みの充実

・すこやかな妊娠と出産の推進

不妊・不育総合対策事業

「大阪府不妊専門相談センター事業」

特定不妊治療費助成事業

３．子どもが成長できる社会

大阪府子ども総合計画 基本方向
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（以下「ドーン財団」という。）が平成 14 年

に大阪府から委託を受け、「大阪府立男女共同

参画・青少年センター」（以下「ドーンセンタ

ー」という。）に開設された。ドーン財団は平

成６年の設立時から「男女が対等な立場であ

らゆる分野へ参加・参画することができる社

会の創造」を理念としており、ひとり親やＤ

Ｖの被害を受けているなどの困難な状況にあ

る女性の支援も行ってきた。 

大阪府は、ドーン財団が女性の様々な悩み

に対して相談事業を実施してきた実績と関係

団体とのネットワークを築いてきた点を重視し、不妊に悩む人たちの精神的な

サポートに対応することができる団体として、大阪府不妊専門相談センターの

事業を委託した。 

また、ドーンセンターが相談事業の事務局としての運営機能をすでに有して

いたことや、ライブラリーや会議室等を有する複合施設であり、相談事業に必

要な既存の施設であったことも利便性が見込まれた。 

 大阪府不妊専門相談センターの運営に当たっては、ドーン財団が事業内容を

企画し、大阪府の担当者（健康医療部保健医療室地域保健課）と相談した上で

進めている。また、公益社団法人家庭養護促進協会が同センター事業において

里親制度の紹介を行うなど（後述）、事業の内容に応じて他機関との連携体制を

築いている。 

 

３ 相談体制 

（１）電話相談 

 相談体制としては、電話相談と面接相談を

実施している。電話相談は表３－１のとおり

水曜と土曜に実施しており、月２回は 19 時ま

で開設している。相談員は、大阪府不妊専門

相談センターの開設当初から現在まで、大阪

府助産師会に所属する助産師が担当している。

相談員には、不妊の専門知識を持つ看護師と

不妊を専門とするカウンセラーもいる。 

 電話相談のうち、第４土曜の 15 時から 16

時は女性の産婦人科の医師が担当する専門相

談として対応する。 
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（２）面接相談 

 面接相談は第４土曜の 16 時から 17 時に開設している。相談員は電話相談の

専門相談と同様に女性の産婦人科医師が担当しており、相談時間は１人（１組）

30 分である。相談に際しては、多様な相談に対応するために、助産師の相談員

も必ず同席している。 

大阪府不妊専門相談セ

ンターでは、女性からの相

談が多く、相談者が話しや

すい環境づくりとして相

談員が同性であることを

重視してきた。 

 

４ 相談内容 

（１）電話相談 

 電話相談は、・不妊治療を実施している医療機関や治療内容、費用について知

りたい、・現在受けている治療内容が妊娠に結びつく可能性を知りたい、・２人

目が欲しいがなかなか妊娠しないのはなぜか知りたい、というものが多い。費

用に関する相談は、一般的な不妊治療費の目安とともに、医療機関によって金

額の差があるので確認することを伝えている。医療機関の応対の様子は、相談

者の立場から“通院しやすいか否か”を判断する１つの基準ともなるため、医

療機関の雰囲気を知る方法としても問い合わせることを勧めている。 

曜日 時間 相談員

第１・３水曜 10時～19時

第２・４水曜 10時～16時

第４土曜 13時～16時

専門相談 第４土曜 15時～16時

第４土曜 16時～17時

※１　電話相談は通常２回線で対応している。

［アフターサービス推進室作成］

【表３－１　大阪府不妊専門相談センター　相談体制】

電話相談

相談対応

助産師

産婦人科医師
面接相談
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 電話相談の継続的な相談内容の 1 つとして、息子・娘夫婦の不妊に対する不

安を持つ母親からの相談がある。相談員は、家族、特に親から妊娠の重圧を受

けることは大変なストレスであり、ストレスは不妊の大きな要因となることを

説明し、当事者である息子・娘夫婦に対して不安や不満を直接言わずにそっと

見守ることを話している。 

  

（２）面接相談 

 面接相談は不妊治療中の相談者が多く、

検査結果のデータや写真を持参する、聞き

たいことをメモしてくるなどの準備をした

上で、治療内容と今後の方向性について知

りたいという相談内容が多い。表４－１の

とおり、通院先の医療機関には質問しづら

かった、インターネットなどの不確かな情

報ではなく医師からの説明を聞けてよかっ

た、などの声がある。 

平成 28 年度は 11 組の利用者のうち８組

が夫婦での来所だった。夫婦の利用が多い

背景とその工夫として、電話相談で面接相談を案内した際に、相談員から「ご

夫婦お２人で相談できますよ」と情報提供している。また面接相談の予約受付

の際も「１人で来所されますか？お２人でいらっしゃいますか？」と声かけを

している。これらの声かけによって相談者が「２人で相談に行ってもいいんだ」

と思うことが夫婦での来所の促進につながっているのではないかと考えられる。 

単身赴任中の男性が 1 人で来所するケースもあり、医療機関への相談が難し

い環境にある方など、様々な属性の方に幅広く利用されている。 

 

 

・主治医以外の意見を聞けて良かったです。

・不妊検査や治療について、不安や不明な点に丁寧に答えてもらい、今後の対応について

スケジュール感を持てるようになりました。

・不安なことを聞けて、増えていた心配が減りました。医学的なことを知ることができ、不安を

取り除くことができました（インターネット等の不確かな情報に不安を感じていましたが、病院

では聞けなかったので）。

・話を聞いてもらい、不安が軽減されました。自分たちでは考えていなかった提案が聞けて、

とても参考になりました。病院ではこんなに話ができないので、とても良かったです。
［アフターサービス推進室作成］

【表４－１　面接相談の利用者の感想】
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５ 相談の対応事例 

 以下に、大阪府不妊専門相談センターにおける対応事例の一部を紹介する。 

（１）不妊治療の検査や治療方法について 

Ｑ．結婚して１年以上経ちますが、なかなか妊娠しません。不妊なのかもしれ

ないのですが、検査や治療はどのようなものがありますか。 

〔対応のポイント〕 

・不妊とされる状態（健康な男女が結婚後１年以上に渡り、定期的に避妊をせ

ずに性交の機会を持ちながらも妊娠しない）、医療機関で一般的に行う検査（女

性：内診、経膣超音波検査、子宮卵管造影検査等、男性：精液検査等）につい

て説明している。治療内容については、相談者とパートナーの年齢や検査結果

によって異なるため、相談者の背景について聞き取りながら、不妊治療にはい

くつかの段階や種類があることなどを含めて話している。その際に、不妊治療

の検査は妻（女性）又は夫（男性）のいずれかではなく、夫婦又はパートナー

の２人ともが検査することを勧めている。 

 

（２）パートナーや家族の協力について 

Ｑ．不妊治療をしていますが、妻（夫）が治療に積極的ではありません。お互

いの年齢を考えると少しでも急ぎたいのですが、なかなか協力が得られずに困

っています。 

〔対応のポイント〕 

・不妊治療を巡ってパートナーや家族との関係が思わしくない、協力してくれ

ないので困っている、という相談は比較的多く寄せられる。不妊治療は、２人

が納得して取り組むことが重要であるので、よく話し合うことを勧めている。 

夫婦２人での話し合いが難しいという相談者には、面接相談の案内や、同じ

ような立場にある他の人の経験を聴くことも参考になると伝え、大阪府不妊専

門相談センターで実施しているサポート・グループ（後述）を案内している。

同グループへの参加によって、「他の人も悩んでいたが、こんな風にやってみた

ら上手くいった」ことを知り、悩みを解決するきっかけとなる場であることを

紹介している。 

 

（３）パートナーや家族からの支えについて 

Ｑ．不妊治療のために主に妻が通院していますが、治療後の妻はいつも辛そう

な様子です。夫として、どのようにサポートすればよいのかわからないのです

が…。 

〔対応のポイント〕 

近年は男性からの相談が増加傾向にあり、事例のように不妊治療に取り組ん
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でいる妻への接し方やサポートに関して悩む相談が多くみられる。相談員から

は、治療の過程で生じる肉体的な苦痛や精神的な辛さを抱えている妻（女性）

の状況を説明し、夫（男性）からどのように接してほしいと考えているか、と

いうことを伝えている。通院中は治療や副作用によって、痛みや精神的に不安

定な症状が起こることを知った上で、辛そうな様子でも夫が治療に無関心には

ならず、妻の様子を気遣いながら、ゆっくりと話を聴く時間を持つことが大切

であると話している。 

 

６ 相談受付実績 

 開設から平成 29 年５月までの相談件数（延べ）は、電話相談：3,498 件、面

接相談：72 件である。表６－１のとおり、平成 24 年度以降の電話相談は全般的

に 250 件前後で推移しており、平成 26 年度には 300 件を超えている。大阪府不

妊専門相談センターでは、相談時間や相談者の年齢層、居住地域や職業など相

談者に関する情報を集計している。平成 28 年度の電話相談の状況として、相談

者の年齢層は 40 歳以上が 26％、パートナーの年齢は 40 歳以上が 29.3％、居住

地域は大阪市を除く府内の居住が約 40％（大阪府以外の居住は約 20％）で最多

となっている。相談のきっかけはホームページ、インターネットを見て、とい

う割合が 65％であった3。 

他に結婚年数や通院状況、通院期間などの詳細な項目についてもデータ化し、

相談者の環境と背景を踏まえた実態把握に努めている。同センターでは、相談

を通じて把握できたこれらの情報を分析し、公開講座（後述）のテーマ選定な

どの運営や広報の戦略等に活かしている。 

 

７ サポート・グループの実施 

 大阪府不妊専門相談センターでは、不妊に悩む当事者や経験者が集まり、経

験を共有する交流会「サポート・グループ」を実施している。異なるテーマで

１年に３～４回（３か月毎）開催し、各回は同じ参加者が隔週で集まる形式と

                                            
3 いずれも相談を通じた聞き取りで把握できた割合。各項目の母数には不明の数を含んでいる。

（「平成 28 年度大阪府不妊専門相談センター事業報告」（一財）大阪府男女共同参画推進財団） 

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

262 271 305 257 242

男性/女性 14/248 32/239 45/260 40/217 45/197

19（カップル８組）

男性/女性 9/10
※１　面接相談は平成28年度より開始した。

［アフターサービス推進室作成］

【表６－１　相談受付の実績】

面接相談

電話相談
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なっている。 

サポート・グループの特徴は、１つのテーマに

ついて同じメンバーで継続的かつ定期的に話し合

うことである。最大の効果は「悩んでいるのは私

だけではない」と思える孤立の緩和である。同じ

悩みを抱える参加者同士が、互いの気持ちや経験

を共有し、不妊という共通の状況にあっても個々

の環境や価値観の違いを認め合い、自身の考え方

や思いを整理していくことができる。ネガティブ

な気持ちを含め、何でも言える、共感し合うこと

ができる場があることは、参加者にとって心の拠

りどころとなっている。 

 

サポート・グループの参加者の感想はごく一部の掲載であるが、いずれも「参

加して良かった」という満足感が高い。不安が軽減される効果からか、グルー

プ終了後に妊娠に至ったという報告も、数件届いている。 

参加の動機

・今まで何となく当然子どもを育てる人生を送ると思っていたが、「そうならないかもしれない」というのが想像でなく実感として

持つようになってきた。今後どう生きていこうかという自分の気持ちが、今回のテーマと合っていた。

・まわりに同じような悩みを持つ人がいないので、同じ不妊で悩んでいる人の話を聞いたり、自分の話も聞いてもらいたかった。

・妊娠は、ほとんど諦めているが同じような悩みを持つ人と「これからどう生きていけばいいのか」話し合いたくて参加した。

・数年前に参加し、子どものいない人生を受け入れられるようになってきた時に妊娠したが流産した。その命の意味が少し

わかるようになれたらと思った。

参加の感想

・参加者の間でも共通していることや違うことがあり、それぞれに色々な悩みやプラスのアイデアがあるのだと思いました。

・自分と同じでホッとしたり、そんな考え方もあったのかとハッとしたりしました。聞いたり聞いてもらったりできる場があるだけで

心が軽くなることが実感できました。

・治療のやめ時を本当に悩んでいたので、この会でその先の考え方がわかりました。主人と相談する機会を持ち、二人でやって

いく方法もわかり、よかったです。

・治療をしていくにあたって夫婦の温度差がすごくあるなあと一人で悩んでいましたが、皆さんも同じように悩んでいるとわかり、

少しストレスが解消されたように思います。夫婦関係がこわれてしまっては元も子もないので、協力しあって頑張ろうと思いました。
［「平成28年度大阪府不妊専門相談センター事業報告」より引用］

【サポート・グループ参加者の声】

テーマ 期間 時間 内容 参加者数 （申込者数）

6/10～8/19 10人登録 （23人）

隔週金曜

8/24～10/19 11人登録 （19人）

隔週水曜

10/13～12/22 ６人登録 （７人）

隔週木曜

H29.1/14～3/25 全６回 10人登録 （12人）

隔週土曜 公開講座１回含む

※１　各回定員12人。ファシリテーターとして助産師が２人参加する。

※２　平成29年度のテーマは「不妊治療後の妊娠・出産・子育てと二人目不妊」、「不育・習慣性流産と治療後流産」、「夫の不妊」、「子どものいない

人生のこと、話し合ってみませんか」の内容で開催中。男性を対象とした「治療中の妻へのサポートを考える」（Ｈ29.12/2(土)）を開催した。

【表７－１　平成28年度　サポート・グループ実施内容】

「夫の不妊のこと、話し合ってみませんか」

「子どものいない人生のこと、話し合ってみませんか」

1

2

3

4

全６回10時～12時

14時～16時

13時～15時

10時～12時

全５回

全６回

「子どものいない人生のこと、話し合ってみませんか」

「不妊治療後の妊娠・出産・子育てと二人目不妊」

延べ38人

延べ43人

延べ32人

延べ47人
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８ セミナー・公開講座の開催 

 大阪府不妊専門相談センターでは、平成 21 年度から年に数回の頻度で不妊の

当事者や家族、不妊治療に携わる医療関係者やカウンセラーなどを対象として、

不妊に関するセミナーや公開講座を開催している。 

 

（１）医療以外の情報提供セミナー 

 平成 28 年 12 月に「当事者が語るＡＩＤ～ＡＩＤで生まれるということ～」

と題し、ＡＩＤ（非配偶者間人工授精4）の現状とＡＩＤを経た家族形成をテー

マとして生殖補助医療を考えるセミナーを開催した。 

セミナーではＡＩＤで生まれた当事者の方による体験談を通じて、ＡＩＤを

選択した場合に起こり得る出来事（子自身の複雑な心境、出生した子への真実

告知、成長過程で生じる親子関係の課題など）が紹介された。40 人の定員に 60

人近くの申込みがあり、関東地方や近畿地方の他県からの参加者もあった。ア

ンケートによると、実際にＡＩＤを検討している夫婦にとって、当事者の葛藤

や生殖補助医療が及ぼす現状を知ることは、大きな意義があったとの声があっ

た。 

  

（２）公開講座 

 公開講座は、サポート・グループの１回を、不妊に関するテーマの講座とし

て開催している。平成 28 年度は「実子以外の選択肢『里親』を考える」と題し

て、里親制度を利用して子を得た夫婦と実施団体「公益社団法人家庭養護促進

協会」のソーシャルワーカーが講演

を行った（平成 29 年２月開催）。同

テーマの講座は３回目となる。今回

の参加者はカップル４組を含む19人

だった。公益社団法人家庭養護促進

協会の職員から制度を紹介する時間

を持ち、当事者の体験を聞くことで

不妊に悩む当事者に選択肢の１つと

して考えてもらうきっかけとなって

いる。 

不妊治療を経て里親制度を利用し

た経験談を聞いた参加者からは、「生

の体験談を語っていたので共感でき

るところも多くためになった」、「今

                                            
4 夫以外の男性から精子の提供を受ける人工授精。 
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までインターネットで情報を見ているだけだったが、今回初めて参加して一歩

を踏みだせた気がする」、「不妊クリニックに勤務しているが、里親制度のこと

は説明しにくい雰囲気がある。知識が乏しいこともあるが、患者には情報提供

していきたい」との声が寄せられている。 

 大阪府不妊専門相談センターは、サポート・グループや公開講座を通して、

悩みを抱える人たちへ「１人ではない」というメッセージを届けたいと考えて

いる。 

 

９ 情報の発信 

（１）ホームページの活用 

 大阪府不妊専門相談センターでは、ホームページによる情報発信を積極的に

行っている。事業内容などの基本情報に加え、サポート・グループ参加者のコ

メントや講座の感想を掲載しており、利用を検討している人に向けた具体的な

参考情報となっている。不妊に関する基礎情報として「不妊の基礎知識」、「不

育の基礎知識」、「男性不妊」などのテーマを解説するページを設け、必要な情

報をわかりやすく伝えることに留意している。平成 28 年９月からは、同センタ

ーの電話相談に当事者の親からの相談が少なくない現状を受けて「不妊に悩む

人の周囲の方々へ」というコンテンツを追加した。 

年度毎に事業内容を検討し利便性の向上を図り、相談を考える人たちが、セ

ンターを利用するに当たってハードルを低く感じることができるように努めて

いる。 

 

（２）事業に関連した周知 

 大阪府不妊専門相談センターでは、サポート・グループや公開講座などの開

催案内について、チラシを作成し不妊クリニックや図書館などに配布するとと

もに、新聞や地域で配布されるフリーペーパーなどを通じた周知も行っている。 

テーマ 講師 日時 参加者

臨床心理学研究員 12月27日（土） 46人

ＡＩＤで生まれた当事者　Ｋさん 14時～16時 （女性41人/男性5人）

（公社）家庭養護促進協会ソーシャルワーカー Ｈ29.2月11日（土） 19人

里親経験者　Ｙさんご夫婦 10時～12時 （女性14人/男性5人）

※１　定員は１：約40人、2：グループ参加者含めて約20人。

［アフターサービス推進室作成］

※２　平成29年度は「『青空フォーカシング』を体験する」、「男性不妊治療・検査の最前線～その現状と対策～」、「実子以外の選択肢「里親」を
考える」、「不妊治療とお金の話～治療にいくらかけても大丈夫？～」の内容で開催中。

【表８－１　平成28年度　セミナー・公開講座実施内容】

当事者が語るＡＩＤ～ＡＩＤで生まれるということ～

実子以外の選択肢『里親』を考える

1

2
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また、新聞に不妊治療の当事者に関

する連載記事が掲載された際には、同

センターが実態を含む情報提供に協力

した。 

 ドーンセンター内のライブラリーで

は、妊娠・出産・不妊に関する書籍を

紹介するスペースを設置している。関

連書籍を展示し、大阪府不妊専門相談

センターの利用者だけでなく、ドーン

センターの利用者が気軽に立ち寄り、

テーマに触れることを目的としている。

さらに、展示している書籍リストを作成し、サポート・グループやセミナーの

参加者に配布している。 

 

10 大阪府不妊専門相談センターから寄せられた課題と今後の展望 

（１）課題 

運営に当たっての課題は、不妊に悩む当事者を支援するセンターの役割を周

知する必要が挙げられた。相談の利用者やサポート・グループの参加者からは、

「もっと早くセンターの存在を知っていれば、悩みが深くなる前に相談した」

という声が多く、必要な人へ正確な情報が届いていない現状がある。 

 

（２）今後の展望 

大阪府不妊専門相談センターの周知に関する対応としては、行政との一体的

な広報を推進するとともに、ＳＮＳを利用し若い世代への周知も図っていく。 

同センターでは、養子縁組やＡＩＤで誕生した子どもへの支援など、不妊治

療の先にあると考えられる社会的な課題について情報を提供し、不妊に悩む当

事者が考え、選択する機会を提示している。同センターでは、今後、潜在して

いる不妊に悩む男性の相談の増加や、生殖補助医療で誕生した子どもの相談な

どを想定し、医療面以外の継続的な心理的支援の必要性を感じている。様々な

問題を含む困難な課題に対し、正確な情報を伝え、苦悩する当事者に寄り添っ

た支援を続けていきたいと考えている。 


